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「高性能質量分析計を活用した生活習慣病の病態解明と、
生活習慣病を早期に予防する機能性食品の開発」

●研究概要

肥満が生活習慣病の最大のリスク因子であることは広く
知られています。しかし、肥満によって、代謝異常が起こり、
糖尿病や心血管疾患といった生活習慣病へと発展してい
く過程は、完全には明らかになっていません。本研究室で
は高性能の分析機器を利用し、生活習慣病の発生機序
の全体像の解明を試みています。また、その知見に基づ
いた生活習慣病の予防法の開発を試みています。
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・生活習慣病への移行を予防する機能性食品の開発

・生活習慣病の発症機序の全体像解明
メタボリックシンドローム（MS）は、肥満によって、高血糖・脂質
代謝異常・血圧上昇といった代謝異常が集積する状態を指す。
MSを未治療のまま放置すると、インスリン抵抗性や動脈硬化な
どの不可逆的な臓器障害を徐々に進行させ、やがて糖尿病、腎
不全、心筋梗塞、脳卒中といった致命的な病気の発症を引き起
こす。したがって、できるだけ早い段階でMSを予防し、改善する
ことが、生活習慣病発症のリスクを回避することにつながると考
えられている。本研究室では、SWATH質量分析法と呼ばれる高
精度な網羅的タンパク質定量法を用いて、高脂肪食で肥満誘導
したマウスの各種臓器におけるタンパク質発現を網羅的に定量
し、脂肪蓄積によって代謝異常が進行していく生化学的・病理学
的過程の全体像を明らかにすることを目的とする。最終的には、
「脂肪蓄積による代謝異常の進行を抑制／正常化するための
治療標的」を見出すことを目標とする。
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図２．生物理工学部に
設置されている高性能
の質量分析計

現在、初期のMS該当者に対する対応は、生活習
慣改善の保健指導が中心である。機能性食品に
よる対応も進みつつあるが、これらは糖質／脂質
の吸収阻害や脂肪燃焼の促進による体重減少を
狙ったものがほとんどであり、代謝異常を直接治
療するものではない。
本研究では、発生機序の全体像の正しい理解を
基に、脂肪蓄積による代謝異常を予防／正常化す
る機能性食品の開発を目指す。MS初期からの積
極的医療介入により、生活習慣病への移行者を減
らすことができれば、健康寿命の増加、高齢者の
経済的自立支援、医療保険制度の健全化など、広
く社会に貢献できると考えられる。

図1. 本研究の概要と研究目的

図３．本研究が目指す将来のメタボリックシンドローム／生活習慣病治の姿


